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①改造工事完成後の広報（アピール）についても工夫すること。
○貴重植物の保全措置について得られた知見を専門誌に公表するなど、幅広く情報発

信を行った。また、ダムの役割や事業による効果等について、流域の皆様に理解いた
だけるよう、現在、パンフレットの更新を行っている。今後は、完成後の施設を見学して
もらうことができるよう、川まちづくりにおいて下流に展望台などを整備する。
なお、今年度、長安口ダム改造事業について土木学会から表彰を頂いた。

③今後も引き続き工程管理とコスト管理に努めること。
○長安口ダム長期的堆砂対策については、今後、手戻りや不要なコスト増とならないよう、

長安口ダム改造事業での経験を元に、事業管理を徹底していく。

②工事記録について、技術面をはじめ成果・反省点も継承すること。
○施工中に作成した動画を活用して記録映像を作成準備中。また、改造中に発生した
様々な課題や、堤体切削時の挙動モニタリング解析で得られた知見については、今
後、さまざまなダム再生事業において有益なデータとして活用できるよう、とりまとめ、技
術面等について後世に継承する。

【第１２回委員会(令和元年度)における主な意見と取り組み】

前回の委員会でいただいた以下の主な３つの意見に対する、当事務所の取り組み
についてご紹介します。
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①改造工事に関する広報（アピール）の状況 （平成19年4月～）
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【長安口ダム見学者数】
平成27年度 見学者合計

1,311人(県外率 約４割)
平成28年度 見学者合計

2,061人(県外率 約５割)
平成29年度 見学者合計

1,994人(県外率 約６割)
平成30年度 月別見学者

2,998人(県外率 約５割)
令和元年度 見学者合計

2,851人(県外率 約６割)
合計11,215人

一般及び学校関係者の方に対して、四国地整Webページ上にある工事現場見学の受付案内を更新するとともに、那賀
町広報誌に『長安口ダム特設ページ』を設けて、ダム改造情報やなかがわ探検バスツアーなどを記載し広く周知した。

また、世界に誇る土木技術が詰め込まれた改造事業を観光資源として活用してもらうようインフラツーリズムも実施。
土木工事専門技術者に対しては、土木工事専門誌の紹介記事や土木研究技術講演会の講演等により、広報の幅を広

げる試みを実施。平成２７年１２月より堤体本体の大規模な切削を開始し、ゲート改造工事完了時点で約１１，０００人もの
見学者があった。

相生小学校見学
（天端橋梁）

源流コンサート-ダムの真下の音楽会-
（長安口ダム直下減勢工広場にて）

関東・近畿地整
（川側新設洪水吐ゲート下流）

スマート回廊探訪ツアーデイ
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※3月以降COVID-19により、見学者の受け入れを中止



①改造工事に関する広報（アピール）
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長安口ダム改造事業の広報として、長安口ダム施設改造広報資料を更新し、ダム工事現場見学者や
通常のダム見学者に配布を行い、改造事業の広報を実施。また、那賀川河川事務所のWebページや四
国地整のFacebookにおいて改造事業等の現況を公開するなど幅広く一般向けの広報を行っている。

長安口ダム施設改造広報資料の更新

▲四国地方整備局Facebook
https://www.facebook.com/shikokuchisei

Webページ・ Facebookで改造工事の現状を公開

▲改造工事NOW
http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/dam/news/index.html

長安口ダム ダムカードを更新

▲施設改造カード型パンフレット

▲河川整備計画の変更等について動画で説明
http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/seibikeika
ku/h31henkou/henkougenan.html

▲新設洪水吐の役割についてアニメーションで説明

▲ダムカードＶｅｒ1.1（表）



①改造工事に関する広報（アピール）
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長安口ダム施設改造工事が完了したため、施設改造工事の内容や長安口ダムの機能や目的などの
様々な情報をわかりやすい説明を追加して、パンフレットを大幅に更新中。 ※今年度中に完成予定。

※現在検討中の代表的なページの内容であり、完成されたパンフレットとは、異なる場合があります。



①改造工事に関する広報（アピール）
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長安口ダム施設改造工事での知見について、専門雑誌への投稿等、さまざまな機会を利用して広報を
行った。また、土木学会より表彰を頂いた。

▲令和元年度土木学会技術賞受賞（Ⅱグループ）
原稿PPT、楯及び表彰状

▲ダム技術（2020年5月号）に「長安口ダム改造事業における貴重植物へ
の配慮について」を投稿

▲建設電気技術協会発行の「TESLA建設電気技術」（2020年1月号）に
「長安口ダム改造事業における電気通信設備について」を投稿

▲（一財）日本ダム協会発行の「ダム日本」（2020年5月号）に
「[現場報告]長安口ダム改造事業について」を投稿



①改造工事完成後の広報（アピール）
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「かわまちづくり」とは、地域活性化のために市町村、民間事業者及び地元住民と河川管理者が連携す
ることにより、「河川空間」と「まち空間」が融合した良好な空間形成を目指す取り組み。
ダム見学者や地域が憩える公園として山桜など植栽して現状では上流域に数少ない、お花見等のス

ポットを整備。また緊急時には仮設住宅等を設置することも可能。イベントや、ドローンによりダムが空撮で
きる多目的スペースとして利用する。那賀町制作のドローンマップに空撮スポットとして掲載し、一般の利
用を促す。

※国土地理院の電子地形図より 資材ヤード跡地 活用イメージパース

左岸展望所 イメージパース

右岸展望所 イメージパース



②工事記録に関する、技術面をはじめとした成果・反省点の継承
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長安口ダム改造事業の工事工程上の節目には、「長安口ダム改造事業について、施工上の問題への解
決、施工に関する指導・助言を行うとともに、改造事業で得られた技術的知見を蓄積することを目的とす
る。」という目的で、 「長安口ダム施設改造施工技術検討委員会」を実施している。

▲長安口ダム施設改造施工技術検討委員による視察状況 ▲第9回長安口ダム施設改造施工技術検討委員会（H31.2.22）


